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廃
棄
物
減
量
等
　
　
　
　
　
　

　
　
　
推
進
審
議
会
委
員

　
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
減
量
、
再
利
用
の

促
進
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
審
議
し
、
答
申
す
る
関
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
公
募
人
数
　
5
人
以
内

◆
対
象
　
一
般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
、
知
識
や
意
見
を
持
っ
て
い
る

　
歳
以
上
で
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平

20日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
年
齢

は
平
成
　
年
1
月
　
日
現
在
）

22

19

◆
任
期
　
平
成
　
年
1
月
　
日
か
ら
2
年
間

22

19

◆
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
、
　

月
　
日
（
金
）
ま
で
に

12

25

生
活
環
境
課
、
東
部
・
西
部
支
所
、
各
地

域
事
務
所
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
生
活
環
境
課
、
東
部
・
西
部

支
所
、
各
地
域
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
選
考
方
法
　
書
類
選
考
の
み
（
結
果
は
全

員
に
通
知
し
ま
す
）

◆
照
会
先
　
生
活
環
境
課
（
緯
姥
7
7
0
2

姉
姥
7
7
5
0
）

 　
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給

　
平
成
　
年
の
利
子
補
給
を
受
け
る
方
は
、

21

必
要
書
類
を
整
え
、
1
月
　
日
（
金
）
ま
で
に

29

募募募募募募募

集集集集集集集
ぼ
し
ゅ
う

案案案案案案案

内内内内内内内
あ
ん
な
い

商
業
観
光
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
賃
金
、給
料
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
す
る
方

で
、市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、ま
た
は
市

内
の
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
方
（
専
従
者
、法
人
の
役
員
を
除
く
）

②
自
己
の
居
住
用
の
住
宅
（
住
宅
部
分
の
床

面
積
が
　
平
方
俊
～
2
0
0
平
方
俊
）
を

10

市
内
に
新
築
、
購
入
、
増
改
築
さ
れ
た
方

※
修
繕
は
対
象
外
。
増
築
の
場
合
は
増
築
部

分
が
　
平
方
俊
以
上
か
つ
既
存
部
分
と
合

10

わ
せ
て
2
0
0
平
方
俊
以
下
。
中
古
住
宅

を
購
入
さ
れ
た
場
合
は
築
年
数
に
よ
り
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
公
的
機
関
を
除
く
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
て
い
る
方

④
居
住
地
の
市
区
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
補
給
対
象
　
平
成
　
年
2
月
～
平
成
　
年

18

20

　
月
に
借
り
入
れ
た
住
宅
資
金
融
資
で
、

12平
成
　
年
1
月
～
　
月
に
支
払
っ
た
利
子

21

12

◆
補
給
金
額
　
支
払
っ
た
利
子
の
う
ち
借
入

5
0
0
万
円
ま
で
の
年
利
1
％
以
内
の
額

◆
申
請
期
間
　
1
月
4
日
（
月
）
～
　
日
（
金
）

29

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◆
申
請
先
　
商
業
観
光
課
（
緯
姥
6
7
5
3

姉
姥
7
7
4
1
）

※
申
請
書
は
当
課
に
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　
2
年
以
内
に
離
職
し
、
住
宅
を
喪
失
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
、
ま
た
は
喪
失
し
た
方
で
、

就
労
意
欲
な
ど
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
ア

パ
ー
ト
代
な
ど
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者
　
▽
原
則
収
入
が
な
い
。
ま
た
は
、

単
身
者
は
8
万
4
0
0
0
円
以
下
、
複
数

世
帯
は
　
万
2
0
0
0
円
以
下
　
▽
預
貯

17

金
が
一
定
額
以
内
　
▽
国
な
ど
が
行
っ
て

い
る
雇
用
政
策
に
関
す
る
給
付
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
な
ど

◆
支
給
額
　
月
額
2
万
9
0
0
0
円
以
内

◆
支
給
期
間
　
平
成
　
年
3
月
ま
で

22

◆
照
会
先
　
福
祉
政
策
課
（
緯
姥
7
7
3
5

姉
姥
7
7
4
8
）

　
列
車
は
急
に
止
ま
れ
ま
せ
ん

　
長
良
川
鉄
道
に
は
1
3
9
カ
所
の
踏
切（
警

報
機
・
遮
断
機
あ
り
　
カ
所
、警
報
機
の
み
　

88

18

カ
所
、警
報
機
・
遮
断
機
な
し
　
カ
所
）
が
あ

33

り
ま
す
。踏
切
で
の
左
右
の
安
全
確
認
不
足
、

線
路
内
へ
の
立
ち
入
り
、線
路
横
断
な
ど
は
大

変
危
険
で
す
。絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
「
踏
切
」
で
は
一
旦
停
止
し
、
左
右
の
安

全
確
認
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
踏
切
以
外
」
で
の
線
路
横
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
「
線
路
内
」
へ
の
立
ち
入
り
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

◆
照
会
先
　
長
良
川
鉄
道
㈱（
緯
姥
3
9
2
1
）

　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
冬
季
の
道
路
を
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う

に
降
雪
時
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
作
業
中
は
危
険
で
す
。除
雪
作
業
車
、凍
結

防
止
剤
散
布
車
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
作
業
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
路
上
駐
車

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
の
で
、
路
上
に

雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
除
雪
作
業
車
で
住
宅
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ

こ
と
な
く
除
雪
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。出

入
口
の
除
雪
は
、各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
道
路
沿
い
の
垣
根
、
工
作
物
な
ど
は
、
積

雪
で
わ
か
り
に
く
く
な
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
目
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
立
木
、
竹
が
積
雪
に
よ
り
道
路
に
倒
れ
て
、

交
通
事
故
、
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

所
有
者
で
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先
　
土
木
課（
緯
姥
7
7
1
3
　
姉
姥

7
7
4
6
）、各
地
域
事
務
所
産
業
建
設
係

　
年
末
年
始
地
域
安
全
運
動

◆
期
間
　
　
月
　
日（
金
）～
平
成
　
年
1
月

12

11

22

5
日（
火
）

※
年
末
年
始
は
犯
罪
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先
　
中
濃
地
区
防
犯
協
会
（
関
警
察

署
内
緯
厩
0
1
1
0
）

関市円空館　
臨時休館の　
　　お知らせ
　関市円空館は、展示

入れ替えのため、次の

とおり臨時休館します。

◆期間　12月8日（火）

　　　　　～10日（木）

◆照会先　関市円空館

　　　　緯24─2255

上之保温泉からの
お知らせ
　

　広報せき11月15日号8

ページ「上之保ゆず祭り」に

掲載したゆず風呂につきま

しては、好評につき、12月

29日（火）までの営業日は毎

日実施します。

 照会先 
　　㈱ハートランドかみのほ
　　　　　 緯 47-2428


